













劇）である。この劇は 1941 年 9 月 3 日に書き始められ、







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図書館学会・1981 年 8 月）には桂林の「文芸雑誌・
創刊号」（1942 年 1 月）の 67 － 84 頁、1 巻 2 期




学紀要第 25 号・平成 18 年 2 月）、拙論「老舎『国
家至上』試論」（八戸工業大学紀要第 26 号・平成
19 年 2 月）、拙論「老舎『張自忠』試論」（八戸工
業大学紀要第 27 号・平成 20 年 2 月）、拙論「老舎
『面子問題』試論」（八戸工業大学紀要第 27 号・平































王が綏遠に軍を起こした際、傅 ( ふ ) 作義の率い
る綏遠軍がこれを打ち破り全国の反日・抗日民衆
の大きな喝采と支援をえた（綏遠事件）。ただで
さえ故郷の満州から遠くひき離され不満を持って
いた張学良麾下の東北軍内部では、綏遠軍の戦い
に触発され反共討伐よりも抗日戦を望む声がいっ
そう高まった。」（『中国近現代史下巻』（東京大学
出版会・1982）p.406）。このように「綏遠事件」
は「西安事件」を誘発することにもなった。
（28）『大地龍蛇』p.405
（29）『大地龍蛇』p.410
（30）『大地龍蛇』p.410
（31）『大地龍蛇』pp.414-415
（32）『大地龍蛇』pp.419-420
（33）『大地龍蛇』pp.420-421
（34）『大地龍蛇』p.421 
（35）『大地龍蛇』pp.422-423
（36）『大地龍蛇』pp.423-424
（37）『大地龍蛇』pp.425-426
（38）『大地龍蛇』「序」 p.379
